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新時代の幕開け

，、，

(千年紀)レニアム、、、

二
O
O
O年

(平
成
十
二
年
)
の
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
等
の
誤
作
動
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
村
内
に
お
い
て
何
事
も
な
く
十
二

支
の
一
つ
で
、
五
番
目
の
辰
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
時
代
と
と
も
に
「
新
た

な
夢
」
を
立
て
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
難
し
い
こ
と
は
で
き
な
い
け

れ
ど
、
何
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い

と
思
っ
た
ら
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
場

所
に
で
て
、
新
た
な
出
会
い
が
受
流
の

輪
と
な
っ
て
何
か
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
人
々
に
役
に

た
つ
夢
を
追
い
か
け
て
平
穏
な

一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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ございます~~おめでとう



rミわカヨ 平成12年 1月25日 (2)

河
辺
村
長

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

は
、
す
が
す
が
し
く
新
春

を
お
迎
え
の
事
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
の

4
月
に
就
任
以
来
、

新
人
村
長
な
り
に
、

懸
命
、
多
忙
な
公
務
に
精

第 135号

を
出
し
て
い
る
毎
日
で
あ

り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
今

一
生

稲

田

秀

年

4
月
か
ら
は
新
し
い
介

護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。
す
で
に
認
定
作
業
は

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
円

滑
な
導
入
が
で
き
る
よ
う
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特

別
養
護
老
人
ホ

l
ム
も
、

こ
れ
か
ら
の
介
護
福
祉
の

中
枢
と
な
る
べ
く
、
運
用

が
始
ま
り
新
し
い
年
を
迎

え
ま
し
た
。

私
も
、
福
祉
の
充
実
は

特
に
重
点
課
題
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

農
林
業
に
お
き
ま
し
て

は
、
農
林
業
会
社
"
や
ま
び

こ
“
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今

年
は
準
備
段
階
か
ら
、
本

格
始
動
へ
、

ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
の
年
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
農
地
を
守
り
、

人
材
の
育
成
を
目
指
す
姿

勢
は
よ
り
地
域
に
密
着
し

た
形
で
み
な
さ
ま
の
お
役

に
立
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

農
林
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
決
し
て
楽
観
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
農
林
業
再
生
の
た
め
、

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
定
住
促
進
住

宅
の
新
築
、
携
帯
電
話
の

エ
リ
ア
拡
大
と
新
世
紀
に

向
か
っ
て
着
々
と
基
盤
固

め
も
進
み
ま
す
。
情
報
化

時
代
の
到
来
に
よ
り
都
会

と
の
格
差
は
、
大
幅
に
是

正
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

教
育
の
分
野
に
お
い
て

は
、
情
報
化
国
際
化
と
い

う
こ
と
が
、
今
年
の
キ

l

ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
い
ま

す。
井
の
中
の
蛙
で
は
な
く

本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
か
ら
の
情
報
と
併
せ
て

実
際
に
体
感
す
る
こ
と
が

重
要
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
然
豊
か
な
こ

の
河
辺
村
で
暮
ら
す
こ
と

は
、
心
豊
か
な
心
身
の
育

成
に
も
大
き
く
寄
与
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
の
課
題

に
対
し
、

み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
基
に
、

対
話
の
あ
る
村
政
を
第

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ゆ
と
り
と
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
魅
力
あ

る
地
域
社
会
の
実
現
の
た

め
、
力
を
尽
く
す
こ
と
を

年
頭
に
あ
た
り
、

お
誓
い

を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

二
千
年
と
い
う
大
き
な
節

目
に
あ
た
り
、
皆
様
方
の

ご
多
幸
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も

格
段
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



第 135号

村
議
品
百
十
二
月
定
調
会
お
わ
る
r

六
れ
ノ
一
般
会
計
~
…
ム
七

O
、

O
西
一
六
千
円

一

U
一
特
閉
会
計
豆
一
、
一
一
九
一
一
一
千
円

fミ

一
年
第
四
回
沼
辺
村
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
全
議
、
~

員
が
出
席
の
も
と
一
椴
質
問
に
引
き
続
き
、
条
例
改
正
等
の
五
件

を

可

決

。

一

一

ヘ

fm

一
般
会
計
補
正
予
算
は
七
千
四
万
六
千
円
松
減
額
以

λ
累
計
二

十
六
億
三
千
八
百
二
十
万
四
千
円
)
原
案
の
と
お
り
可
決
。

特
別
会
計
補
正
予
算
は
三
千
百
二
十
九
万
三
千
円
の
議
案
コ
一
件

を
可
決
。
ま
た
契
豹
一
め
締
結
等
に
つ
い
て
の
議
案
四
件
も
可
決
。

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

一
部
"
訂
正
し
て
全
会
一
致
で
可
決
。
…

な
お
、
年
金
制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
は
不
採
択
と
な
っ

一
般
質
問
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

わ力、平成12年 1月25日

「
本
村
に
助
役
を
置
か
な
い
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
村
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

'.~I 
麗質
??間

山
本

雅
久

謹
山
口
回
目

(3) 

(
村
長
答
弁
)

今
、
介
護
保
険
の
実
施
準
備
や

新
自
治
法
の
施
行
等
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
作
業
に
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
々
の
重
要

な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

現
時
点
で
は
助
役
を
置
か
な
い
条

例
の
制
定
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

梅
木
加
津
子

珪
一
副
ロ
貝

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
卜
の
村
と
し

て
の
レ
ン
タ
ル
化
に
つ
い
て
、
対

応
す
る
お
つ
も
り
は
な
い
か
。

(
村
長
答
弁
)

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

来
年
度
か
ら
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト

の
レ
ン
タ
ル
化
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
村
長

の
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

(
村
長
答
弁
)

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
村
民

が
望
ま
な
い
ん
口
併
は
す
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

空~i
~ 
Jら

通
安
全
祈
願
祭

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
年
本
年
始
の
交
通
安
全
祈
願

祭
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
洲
交
通
安
全
協
会

長
を
は
じ
め
村
内
交
通
安
全
関
係

者
や
各
事
業
代
表
の
方
々
判
名
余

り
が
出
席
し
交
通
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
役
場
前
で
交

通
茶
屋
を
行
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
に
作
っ
て
い
た
だ
い
た
し
め

二
千
年
に
な
り
ま
し
た
。
実
際

西
暦
で
数
え
る
と
、
と
前
置
き
が

入
る
。
常
に
流
れ
て
い
る
時
の
中

で
、
区
切
り
を
付
け
考
え
る
。
平

成
は
十
三
年
。
昭
和
生
ま
れ
の
私

は
、
西
暦
で
歳
を
J

一
口
わ
れ
る
と
ち

ょ
っ
と
戸
惑
い
ま
す
。
何
は
と
も

あ
れ
、
二
十
一
冊
紀
は
目
前
と
な

り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
措
い
て
い
た

未
来
が
そ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。

人
類
は
字
市
を
旅

L
、
ロ
ボ
ツ

組
や
、
河
辺
中
学
校
生
徒
が
作
つ

た
折
り
鶴
を
配
り
、
通
過
す
る
ド

ラ
イ
パ

l
に
安
全
運
転
を
呼
、
び
か

け
ま
し
た
。

ト
が
人
と
対
話
し
、
世
界
中
の
情

報
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
。
や
は
り
、

夢
は
持
ち
続
け
る
か
ら
こ
そ
、
現

実
化
す
る
。

河
辺
村
も
み
ん
な
が
、
こ
う
あ

り
た
い
と
夢
を
持
つ
こ
と
が
、
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

新
千
年
紀
は
ど
ん
な
年
に
な
る

の
か
。
，
そ
れ
は
す
べ
て
私
た
ち

の
中
に
あ
る
λ

そ
う
思
い
ま
す
。
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寒
く
て
も
元
気
一
番

i
分
館
対
抗
レ
ク
バ
レ

i
大
会

i

平成12年 1月25日

レ
!
大
会
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

レ
ク
バ
レ
!
男
子

坂
本
分
館
(
二
連
覇
)

レ
ク
バ
レ

l
女
子

坂
本
分
館
(
二
年
ぶ
り
)

今
年
最
後
の
分
館
対
抗
戦
が
河

辺
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
午
前
中
は
、
小
雨
模
様

で
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
レ
ク
パ

第 135号

河
辺
村
振
興
青
年

会
議
(
久
保
龍
哉
議

長
ほ
か
九
名
)
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
か
わ
か
み
荘
」

の
慰
問
を
行
い
ま
し

た
。
ダ
ン
ス
や
カ
ラ

オ
ケ
を
披
露
し
た

り
、
入
所
者
の
方
と

い
っ
し
ょ
に
合
唱
や

ゲ
l
ム
を
楽
し
ん
だ

り
と
、
約
一
時
間
程

で
し
た
が
、
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。

笑顔G)夢奄運んで (12/14)
~村青年会議特者ヘ慰問~

坂本分館の皆さんおめでとうございます。

一側一愛

ρヂ
ぐ
ぷ
如
来
一
彦
e
a
-
-

f

q

j

村

P
T
A連
合
会
研
究
大
会
j

河
辺
村

P
T
A
連
合
会
研
究
大

会
が
、
河
辺
小
学
校
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
、
公
開
授
業
が
行

わ
れ
、
小
学
校
全
学
年
の
児
童
が
、

の
び
の
び
と
学
習
し
て
い
る
様
子

を
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
全
体
会
で
は
、
村

P
連

功
労
者
と
し
て
、
清
水
美
孝
さ
ん
、

田
中
現
裕
さ
ん
、
船
田
千
代
子
さ

ん
、
酒
井
サ
エ
子
さ
ん
、
藤
田
敦

子
さ
ん
、
露
内
恵
美
子
さ
ん
の
六

名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宇
和
町
明
間
在
住
の

佐
藤
正
治
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
「
地
域
の
中
で
子
育

て
を
」
と
題
し
て
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
、
体
験
談
や
具
体
例

~文化祭~住⑤銅版鑓議関
中学校恒例の文化祭が行われました。

今年は、午前中の全体発表や、午後からの生徒会企

画の宝クジ、なんでもダービーなどを全て体育舘にて

行ったので、運営がスムーズにいきました。また、未成

年の主張など新しい企画もあり、好評でした。

また、午後からの展示・催し物では、生徒が例年以

上準備に時間をかけて、手作りの物を販売するなど、

充実していました。

今年も、保護者の方々には、昼食作りや不用品販売な

ど、大変お世話になり、誠にありがとうございました。 を
通
し
、
子
育
て
の
あ
り
方
に
つ

い
て
楽
し
く
講
話
を
し
て
い
た
だ

き
C
宇品
1
U

れ~。

何
か
と
行
事
の
多
い
時
期
で
、

参
加
者
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
方

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐藤さん子育て論
勉強になりました

手作り販売
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、
危
感
動
を
あ
り
が
と
う

訂」

j
学

蓋

会

1

河
辺
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て

学
芸
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
学

期
は
学
校
行
事
が
集
中
し
て
い
る

た
め
、
哩
一
期
間
の
練
習
で
し
た
が

園
児
・
旧
公
竜
た
ち
は
元
気
に
演
技

を
披
露
し
、
保
護
者
は
感
動
し
た

日
と
な
り
ま
し
た
。

fミ;オコ力、、iえ成12年 1月25日(5) 

河
辺
村
公
民
館
に
お
い
て
、
ゅ
う
ゅ
う
ク
ラ
ブ
の
母
さ
ん
に
よ
り
ま
す

お
楽
し
み
会
が
あ
り
ま
し
た
。
お
話
・
ゲ
l
ム
・
散
の

3
つ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
も
っ
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
山
家
(
シ
ャ
ン
カ
)
ラ
イ
ブ

-m
河
辺

2
0
0
0
」
が
公
民
館

で
開
催
。
音
楽
に
よ
る
楽
し
い
ラ
イ
ブ
で
、
山
世
紀
に
む
け
て
河
辺
村
は

ワ
ク
ワ
ク
す
る
一
年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

@き診
l拶抗G35吠和
~河辺村の宝物~苧

/文{闘醒蔵書薩堂纏根のふき替え/~ 
叶附鰐繍蹴盤議官附品主潮理し文た進し、替

た化。みまえ文
。財一修しを化
ら新埋た平財
ししをが成の
くた行、五屋
なおい腐年根
り堂ま敗にふ
まもしが行き・

植

藤岡あゆみちゃん

※我家の
アイドルです
ヨ口シク.ゲ

昇子)

もちつき

あなたの出番です

~ 

(母

横山中
為いり

五頭愛里ちゃん

※古里を
いつまでも
愛してネ

(母

山家ライフ

ゃね(まし画官

ふ
る
さ
と
に
望
む

奈
良
県
生
駒
市

坪

井

聖

子

(
山
性
玉
井
)

(
三
久
伝
出
身
)

河
辺
村
を
離
れ
て
十
四
年
。
現
在
は
夫
、
娘
二
人
と
と

も
に
平
凡
な
が
ら
幸
せ
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
生
駒
市
ほ
都
市
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
最
近
で
は
大
規
模
な
宅
地
開
発
が

進
ん
で
田
ん
ぼ
や
森
林
が
減
り
、
新
婚
当
時
(
八
年
前
)

と
は
街
の
景
色
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

河
辺
村
に
は
年
に
数
回
は
帰
省
し
ま
す
が
、
今
で
は
ず

い
分
道
路
が
整
備
さ
れ
、
交
通
も
便
利
に
な
り
、
ふ
る
さ

と
公
園
や
村
営
住
宅
が
建
て
ら
れ
る
等
々
、
帰
省
す
る
た

び
に
変
化
し
て
い
く
ふ
る
里
を
見
る
の
は
嬉
し
く
も
あ
り
、

ま
た
子
ど
も
の
こ
ろ
と
は
変
わ
っ
一
た
景
色
に
淋
し
さ
を
感

じ
る
と
い
う
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
二
児
の
母
に

な
っ
た
今
、
子
ど
も
の
頃
の
河
辺
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

ま
す
Q

れ
ん
げ
の
花
を
摘
み
花
冠
を
作
っ
た
り
、
兄
弟
と

雑
木
林
で
カ
プ
ト
虫
を
つ
か
ま
え
、
ち
ょ
う
や
ト
ン
ボ
を

追
い
か
け
、
ま
た
も
、
ぎ
た
て
の
ト
マ
ト
を
丸
か
じ
り
す
る

の
が
大
好
き
で
し
た
。
薪
で
沸
か
し
た
お
風
呂
、
杵
で
つ

い
た
お
も
ち
等
々
、
都
会
で
は
体
験
の
出
来
な
い
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
河
辺
村
は
お
い
し
い
宅
気
が
あ
り
、

体
で
季
節
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
緑
豊
か
な
素
晴
ら
し
い

所
で
す
。
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
美
し
く

豊
か
な
自
然
が
い
つ
ま
で
も
残
れ
ば
と
、
遠
く
離
れ
た
地

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
河
辺
村
の
優
し
い
み
な
さ
ん
お
元
気
で
幸
せ
な

良
い
二

0
0
0
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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定
住
促
進
住
宅

「
メ
ゾ
ン
い
立
や
」

受

付

開

始

河
辺
村
定
住
促
進
住
宅
入
居
の

申
込
み
を
次
の
と
お
り
で
受
付
い

た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

所
在
地
河
辺
村
大
字
河
都
一

一
七
|
二
番
地
(
稲
谷
地
区
)

戸

数

・

規

格

一

階

二

L
D
K

三
戸
(
和
六
畳
洋
八
畳
)

二

階

二

L
D
K

三
戸
(
和
六
畳
洋
八
畳
)

三

階

一

D
K

六
戸
(
洋
八
畳
)

駐
車
場
車
一
台
可

一一
L
D
K
(
世
帯
用
)

二
六
，

O
O
O
円

一
D
K
(単
身
用
)

<< 第 135号

(
家
信
貝

川
一
ぺ

J
M((辺で

あ
川
刷
、
/

呂fh屈窃鴎偲値圏習す@
-1事i審え書官i事瞳纏薬!-

脳卒中を予隣しましょう.ゲ

寒さの厳しい季節、いかがお過ごしですか?

健康にも一層気を配りたいで、すね。

今回は脳卒中を予防する生活習慣についてです。

当てはまるところにOをつけてみましょう。

一
六
，

O
O
O
円

家
賃
以
外
に
共
益
費
二
，

0

0

0
円
を
徴
収

入
居
資
格
村
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
を
有
す
る
者

申
込
方
法
「
定
住
促
進
住
宅

入
居
申
込
書
」
に
よ
る
。

た
だ
し
、
入
居
希
望
者
が
住

宅
の
戸
数
を
越
え
る
場
合
は
、

公
正
な
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を

決
定
し
ま
す
。

申
込
受
付
平
成
十
二
年
二
月

一
日

1
二
月
二
十
五
日
ま
で

役
場
総
務
課
に
お
い
て
受
付

入
居
時
期
平
成
十
二
年
四
月

一
日
予
定

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

総
務
課

(
O
八
九
三
|
三
九
二

一
一
一
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

① 血圧を定期的にチェックし高血圧に注意している

② 塩分、動物性脂肪は哩えめにしている

③ 急激な温度蛮化(特に寒さ)に注意している

④ 適度にからだを動かすことを習慣にしている

⑤ 心身ともにストレスをためないように気を付けている

⑤ 入浴はぬるめのお湯で入るようにしている

⑦ 食物繊維をとって便秘をしないように注意している

⑥ お酒をほどほどに、タバコは吸1つないようにしている

成
人
の
日

年
金
で
社
会
人
の

O
構
え
を

社
会
は
同
世
代
ど
う
し
、
そ
し

て
世
代
と
世
代
が
支
え
合
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の

仕
組
み
の
象
徴
が
、
私
た
ち
の
老

後
生
活
を
支
え
る
国
民
年
金
で
あ

り
、
社
会
の
全
員
が
支
え
合
っ
て

公
的
年
金
は
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
老

後
の
心
配
な
く
今
の
生
活
が
で
き

る
の
で
す
。

つでも多くの項目にOマルがつくといいですね。
詳しくは保健婦までお気軽にご相談下さい。

今年もどうぞよろしくお願い致します。

社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し

て
、
最
初
の
義
務
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
第
一
に
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
毎
月
納
付
す
る
こ
と
で

す
。
二
十
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金

に
、
勤
め
れ
ば
厚
生
年
金
ま
た
は

共
済
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
国
民
年
金
な
ど
公
的
年

金
制
度
は
、
世
代
間
扶
養
の
仕
組

み
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
老
後
に

備
え
、
親
の
老
後
を
支
え
、
万
一

の
場
合
に
残
さ
れ
た
遺
族
の
生
活

も
保
障
し
て
い
ま
す
。

未
加
入
の
ま
ま
で
い
た
り
、
保

険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
自

分
自
身
が
将
来
受
け
取
る
年
金
額

は
下
が
り
、
最
悪
の
場
合
に
は
無

年
金
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
に
未
加
入
で
い

る
と
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
積

極
的
に
制
度
を
担
っ
て
い
る
他
の

人
に
迷
惑
を
か
け
る
と
と
も
に
、

こ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
相
互
不

信
が
大
き
く
な
り
、
社
会
全
体
で

支
え
合
う
社
会
保
障
の
仕
組
み

に
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
悪
影

響
を
及
ぼ
す
事
態
に
な
り
ま
す
。

社
会
人
に
な
る
機
会
に
、
保
険
料

納
付
の
意
義
を

も
う
一
度
認
識

1

レ
幸
ナ
し
ょ
、
っ
。

共
同
募
金
の
お
礼

平
成
十
一
年
度
の
共
同
募
金
運

動
が
昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し

た。
村
民
の
皆
様
の
絶
大
な
ご
協
力

を
得
て
左
記
の
と
お
り
実
績
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
落
募
金
二
二
九
，
六

O
O円

法
人
募
金
(
企
業
募
金
)

四
八
五
，

O
O
O円

職
域
募
金
(
パ
ッ
チ
募
金
)

一
四
二
，

O
O
O円

個
人
募
金
(
大
口
募
金
)

一
二

O
，
O
O
O円

街
頭
募
金
(
村
民
運
動
会
募
金
)

二
三
，
八
八

O
円

テ
レ
ホ
ン
カ
I
ド
募
金

一二

O
，
O
O
O円

合

計

九

四

O
，
四
八

O
円

こ
の
募
金
は
、
老
人
福
祉
活
動

費
、
障
害
児
者
福
祉
活
動
費
、
児

童
青
少
年
福
祉
活
動
費
、
母
子
・

父
子
福
祉
活
動
費
、
福
祉
育
成
援

助
活
動
費
、
共
同
募
金
推
進
費
に

有
効
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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'Jiだよ
河辺村国民健康保険診療所の初夢

いよいよ2000年を迎えました。昨年はY2K問題で診療所もあわただしい年末でしたが、今年は4月からスタート
する介護保険制度対応におわれます。

最近、今後どのような国保の病院・診療所が望まれるのか興味があり、いくつか先進的と言われる場所を見学した

り、本を読んでみました。

共通して「町村づくりjの計画に医療・福祉・保健が長期的な視点で組み込まれています。「病院・診療所に隣接し
て、老健施設、特別養護老人ホームをつくる。高齢者がlカ所で用を済ませられるよう、これらの施設を町村の中心に
置き、保健福祉課や在宅介護支援センターも併設する」という例が多いです。以前は「施設をつくろうとしても、場

所がなかなか決められないJという話を聞きました。しかし、実際に施設ができると、施設に従事する若者が地元に
定着し、面会に訪れる家族が閣囲の飲食庖や商庖を利用して経済効果もあるなど、いまや11fT村づくりは高齢者中心の

視点で考える時代になってきているようです。温泉でも湧いたら、施設のリハピリやデイサービスに徹底的に利用し、

近くには温泉レジャー施設も作ります。実際にこの方法で、大成功し、多くの若者が村に定着、村の人口の数倍が国保

の施設を利用し、「赤字どころか医者や看護婦、職員がもっとほしい」といううらやましい村も実在します。

河辺村にj晶呆はなく、地形的にも現実的にもたくさんの施設をつくることも無理です。しかし、この村ならではの

医療・福祉・保健のユニークな融合体ができないでしょうか?診療所を「病気を持った人だけが利用する特別な場所J
にしておくのはもったいないです。健診での利用や、「健康に不安だ、が、どこに行ったらいいかわからない」ときなど

健康な人でも気軽に足を運んで質問できる「デパートの総合案内所」みたいなところにしてはどうでしょう?診療所

に福祉関係の出先機関を併設し、「あそこに行けば健康の相談ごとを必ず誰かが聞いてくれるJという場所にするのも
いいですね。

以上、すべて私見ですが、みなさんにもご意見をいただきたいと思います。

今年もよろしくお願い申し土げます。

参考図書 1 )福祉で町がよみがえる 岡本祐三・鈴木 祐司 .NHK取材班 日本評論社

2 )医療・保険・福祉改革のヒント 水野肇 111央公論社
3 )日本の医療を間い直す鈴木厚 ちくま新書

河辺村国保診療所

ft39-2010 
Fax 3 9 -2 8 3 6 

骨髄バンク登録窓口

施設名 開設日 間合わせ先 電話番号

八幡浜中央火曜日 八幡浜市北浜1-3-37
0894 -22 -11111 

保 健 所1"-~ -1 (保健企画課医療係)

宇和島中央火曜丁日l 示11島市天神町7-1
0895 -22-5211 

保 健 所 (保健企画課医療係)

愛媛県骨髄 月曜日 松山市高岡町80-1
089-973-0700 

データセンター 水曜日 愛媛県赤十字血液センタ一内

※事前に予約をお願いします。

パンフレッ卜のご請求先

愛媛県保健福祉部薬務衛生課 ft089-941 -2111 
(内線3130，3128) 

(閥骨髄移植推進財団 ft0120-445-445 

-

R

E

V

、浩明弘、ぷ

士
可
家
安
-

um
髄

た

骨
な忠り

毎年6，000人の方が、突然、白血病などの血液難病に

かかっています。

「骨髄液の提供(骨髄移植)Jというあなたの善意が、
白血病や重症再生不良性貧血なとマの血液難病患者さん

の命を救います。骨髄移植を成功させるためには患者

さんと骨髄提供者(ドナー)の白血球の型 (HLA型)

を一致させる必要があります。この一致する確率は兄

弟姉妹間で4人に I人、それ以外では数百人から数万

人に一人とまれなため、まだ多くの患者さんが骨髄移

植を受けられないでいます。全国でドナー登録30万人

を目標に、骨髄パンクへの登録を呼びかけています。

愛媛県では「骨髄パンク登録窓口」を次のとおり開設

していますので、 20歳から50歳までの建康な方の登録

をお願いします。
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地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を

最
も
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
み
な

さ
ん
が
地
震
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち

い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着
い
て
行

動
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
地
震

が
発
生
し
た
時
の
正
し
い
心
構
え
を

身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。そ
の
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
次

の
よ
う
な
備
え
を
し
て
、
万
一
の
場

合
の
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
ま

し
ょ
、
つ
。

地
震
に
備
え
て

れミ

-
初
期
消
火
や
幼
児
・
老
人
な
ど

の
避
難
は
、
誰
が
責
任
を
も
つ
か

な
ど
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
担
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

2

タ
ン
ス
や
食
器
棚
な
ど
は
壁
に

わ力、第 135号

固
定
し
、
重
い
物
や
不
安
定
な
物

は
高
い
所
に
置
か
な
い
よ
う
に
し

±
ナ
し
よ
み
も

3

万

一
の
出
火
に
備
え
て
、
消
火

器
や
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
た

り
、
風
呂
の
水
を
た
め
て
お
く
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

4
非
常
持
ち
出
し
品
を
リ
ュ
ッ
ク

な
ど
に
入
れ
、
い
つ
で
も
持
ち
出

せ
る
場
所
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

、「ノ
。

5
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
が
起
き
た
ら

l

テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
身
を
か

く
し
、
近
く
に
座
布
団
な
ど
が
あ

れ
ば
頭
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

2
火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

3

ゆ
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
は
、
あ

わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う

に
し
宇
品
し
ょ
、
っ
。

4

二
階
に
い
る
と
き
は
、

そ
の
ま

ま
ゆ
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
待
ち
ま

ーしト
A

ご
っ
ノ
。

5

車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
は
道

路
の
左
端
に
止
め
、
車
を
離
れ
る

と
き
は
、
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
に

ーレ士」「しょ、つ
。

卒

業

を

前

に

ゐ

J

i
料
理
教
室

1
イ
¥

河
辺
中
学
校
調
理
室
に
お
い

て
、
三
年
生
生
徒
を
対
象
に
「
料

理
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

指
導
に
、
大
洲
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
の
篠
原

一
恵
先
生
を
迎

え
、
楽
し
く
料
理
が
作
れ
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
各
々
の
道
へ
旅
立

ち
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
今
日
の

一
日
を
忘
れ
ず
に
:
・
。

…災
犠
教
務
シ
税
法
ベヌ
………
側

同
和
問
題
と
人
権

「
国
民
は
そ
の
基
本
的
人
権

に
お
い
て
、
人
種
、
信
条
、
性

別
及
び
門
地
等
に
よ
っ
て
差
別

的
待
遇
を
受
け
る
べ
き
で
な
い

こ
と
は
、
憲
法
の
明
示
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
ご
承
知

の
よ
う
に
わ
が
国
に
は
、
永
年

に
わ
た
っ
て
一
部
少
数
の
同
胞

を
こ
と
さ
ら
に
区
別
し
て
、
こ

れ
を
ベ
つ
視
す
る
ろ
う
習
を
残

し
て
い
る
地
方
も
な
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誠
に
遺
憾
の
き
わ

み
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
か
ね
て
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1，409 (ム 19)
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1，474 (ム 84)

1，525 (ム135)

人のうごき
(平成12年1月l日現在)

世帯数 528戸

男子 682人
女 子 708人

計 1，390人

Hll. 1.1現

Hl0.l.l現

H 9.1.1現

H 8.1.1現

H 7.1.1現

ご
留
意
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、
学
校
及
び
社
会
の
教
育
を

通
じ
て
同
胞

一
和
の
精
神
を
徹

底
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
且

つ
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
:
・
後
略
:
・
」
。
こ
れ
は
、
昭

和

二
十
七
年

(一

九
五

二
)

六

月
に
同
和
教
育
に
関
し
て
出
さ

れ
た
最
初
の
文
部
次
官
通
達
で

す
。そ
の
後
昭
和
四
十
四
年

(一

九
六
九
)
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
の
制
定
以
来
三
十
年
、

対
策
事
業
と
同
和
教
育
が
推
進

さ
れ
同
和
地
区
の
劣
悪
で
低
位

な
実
態
は
大
き
く
改
善
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、

心
理
的
差

別
に
つ
い
て
も
、
国
の
内
外
に

お
け
る
人
権
尊
重
の
風
潮
の
高
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と
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)父

雅
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ヰ
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洋
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女
末
永
く
お
幸
せ
に

ヘ
井
上
武
志

(中
大
成
)

/
中
原
三
保
子

(和
歌
山
県
)

ヘ
中
東
史
呂

(旭
)

/
上
森
美
智
子

(五
十
崎
町
)

カ
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

富
永
キ
ヨ
コ

(下
大
成
)
別
歳

松

尾

正

夫

(川

上
)
引
歳

梶
本
モ
モ
ヨ

(横
山
中
)
剖
歳

真

田

末

徳

(寺
薮
中
)
問
歳

五
頭
安
太
郎
(
川

上
)
回
歳

ま
り
、
各
種
の
啓
発
施
策
及
び

同
和
教
育
の
実
施
、
実
態
面
の

劣
悪
さ
の
改
善
等
に
よ
り
そ
の

解
消
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
改
善
対
策
協

議
会
の
意
見
具
申
に
そ

っ
て、

こ
れ
ま
で
の
教
育
や
啓
発
の
中

で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
成
果

と
こ
れ
ま
で
の
手
法
へ
の
評
価

を
踏
ま
え
、
す
べ
て
の
人
の
基

本
的
人
権
を
尊
重
し
て
い
く
た

め
の
人
権
教
育
、
人
権
啓
発
と

し
て
発
展
的
に
再
構
築
を
図
り
、

人
権
教
育
と
し
て
の
同
和
教
育

を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)


